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す
る
掛
費
等

す
ぺ
〈
、
ま
た
市
民
の
絶
対
に
左
い
よ
う
そ
の

皆
様
に
愛
さ
れ
る
保
安
他
K
沙
っ
て
協
力
さ
れ

除
員
を
育
成
品
?
へ
〈
大
た
い
と
雨
除
か
ら
要
望

村
竹
相
官
部
隊
で
は
十
月
が
あ

っ
た
の
で
御
知
ら

除
規
確
立
月
間
を
実
施
せ
し
ま
す
ハ
贋
報
係
〉

大村モ-Z二トレース
10月第 12回
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り

年
間
一

第~，挽よ

問
、
場
内
費
応
開
設
に

k
ろ
牧
益
、
遺
族
舎
、

未
亡
人
舎
の
有
料
自
勝

率
漬
わ
所
設
置
に
よ
っ

て
各
曾
の
救
済
事
業
の

一
助
と
も
な
っ
て
い
る

五
、
燃
内
外
の
選
手
、

役
員
等
針
一
カ
年
川
大

村
市
吃
宿
泊
し
た
。
続

舘
代
は
相
営
な
も
の
で

あ
ろ
。

六
、
交
通
℃
於
い

て
は

v
l
ス
開
似
日
毎
に
来

客
、
競
走
曾
、
選
手
等

崎一
乗
川
し
た
グ
グ
シ

l

司、平
常
K
比
[
相
営
上

姐
っ

て
い
る
。

七
、
大
村
市
出
身
D
競

艇
選
手
養
成
に
少
額
の

経
費
を
以
っ
て
育
成
し

4
i
 
八
、
市
内
の
各
商
応
に

対
し
一
カ
年
間
事
業
課

が
左
記
の
通
り
発
注
し

て
い
ろ
。
ロい

ィ
、
消
耗
品
費
関
係

ハ
文
具
類
、
ポ
ー
ト

エ

ン
タ
ン
類
そ
A
R
U
ゾ
一二

二
五
万
附

ロ
、
燃
料
費
関
係
ハ
ガ

ソ
リ
ン

、
木
炭
、
新
、

清

掃

会

枇

が

生

れ

に

一

わ

れ

ろ

。

向

禁

政

令

市

伊

一
っ
て
貫
い
た
い
括
和
笠
者

糞

原

慮

理

問

題

近

く

解

夫

一
は
市
内
昭
和
泊
・
り
大
村
清

J

d

一掃一枇
f

電
話
六
二
七
番
)

'E-
化
事
肥
料
の
出
廻
れ
に
一
市
内
内
託
収
処
理
問
題
ほ
一
に
巾
込
む
こ
と
に

た
っ
て

副
主

よ
っ
て
、
下
肥
の
部
川
は
二
際
解
決
す
る
も
の
さ
忠
一
い
ろ

。

(

ぃ
巾
術
性
科
υ

一
激
減
し
、
従
っ
て
、
設
以

一

1
J
1川
I
l
l
u川
1
1
1
1
1
1i
l
i
-
-

市
一

の

汲

思

議

2
2一
振

フ

た

智

也

h

.
一
市
衛
生
課
で
は
、
三
の
処

一

E

E

F

M

M

4

4

4

1

1

生

理

に

つ
い
て

Z
-
中

三

夏

の

大

村

・

観

光

の

賓

績

本
一
あ
っ
た
庁
、
介
説
家

と

の

一

.

，

一
高
議
加
、
ま
と
ま
り
有
間
以
一
ハ
キ
ャ
ン
プ
場
d

一を
お

3
め
た
。
在
お
野
岳

大
一
釦
恥
わ
村
清
掃
ぽ
う

t
け
一
本
・
年
度
か
ら
本
格
的
な
運

一で
は
八

E
ェ
ー
一
日
か
ら

J
I
ノ一

1

白
い
一
替
た
い
っ
た
黒
木
、
肌
判
三
十
川
町
迄
、
勝
下
中
等

一
を
見
た
の
で
一
荷
川
ザ
出
一
岳
野
管
場
は
七
月
五
日
K
一場
生

の
ジ
ュ
=
ブ
。

ν
ク

一
で
汲
取
り
、

各
農
協
地
区
一
開
場

L
々
が
、
長
梅
雨
の
一

リ
エ
l
y
ヨ
ン
犬
舎
ポ
行

一
に
郡
山
以
耐
を
設
世
L
下
肥

一
鳴
い
煉
溶
は
ド
品
ぉ
パ
れ

一わ
れ
。
い
約
百
十
J

引
い
い
砂
州

一

一

t
t
F
1
七
写
力
ら
全
し

一
1
J
t
m
く

そ

fiF
、1
U礼

一慰問
刑
家
へ

勺
便，
h
h
固
句
二
十
せ
に
も

つ
の
初
年
唆

ι一誌
や
す
れ
か
』
九
黒
木
肝
川
高

三
'と
に
在
ハ
J

た
。
こ
れ
で

7
亡
日
予
期
以
上

勺
効
弘
一場
内
附
託
部
落
に
停
染
病

i:" 昭和28年 10月6目

戸程~vハ$A?íん税ず
?警の(誇江主織を‘jな〈しよう
ペ誌fυ主;i: i:; f;主1，す*E ~え、 i 雪ぞう

政九三ら議鱗;及川 s川 sよ

〔三)

う

治

よ以斗

退

細が切さちを越さ

秋を;担えて

民 的f故

種
の
制
度
の
先
駆
と
在

る
も
の
で
あ
め
ま
す
。

そ
の
殻
濯
の
如
何
、半、後

に
続
く
ぺ
き
定
置
漁
具

や
養
殖
施
設
又
は
そ

の

生
産
物
等
の
損
害
補
償

制
度
の
成
否
に
も
重
大

抵
関
係
を
も
つ
も

の
よ」

岡
山
わ
れ
ま
す
の
で
関
係

漁
業
者
の
方
々
の
加
入

を
お
推
め
致
し
ま
す
。

(
商
工
課
水
産
係
ゾ

漁
船
損
害
保
償
の
話

ま 徳

を遇

守遁

リ

久
ノよししま

1
1
J

今
同
保
安
庁
に
於

て
欠
員
補
充
の
だ
め
一

μ
工
事
費
市
費
不
足
分
怯

.
十

…
た
記
要
領
に

k
-の
保
安
隊
員
を
募
集
す
一
各
戸
五
拾
附
緯
度
の
寄

陰
射

…

ろ

三
と
に
な
り
九
月
十
丘
日
か
ら
金
閣

一

月

二
:
る

¥
ト
，
へ
一
部
門
K
志
問
者
の
受
付
が
開
始
さ
れ
ま

一

v
v
J
J

事

果

し
た
。

二

一

、

運

動

場

中

央

の
せ
ん

j
続
当
市
民
て
は
、
総
務
課
町
務
係
ハ
出
一
だ
ん
の
木
は
伐
採
す
る

を

騎

張

地

区
は
各
出
張
所
)
に
於
て
事
務
を

一

ハ

コ
漏
出
張
所
ゾ

;

嶋

取

扱

っ

て

居
り
ま
す

の
で
膝
募
者
は
係一
!
l
i
l
i
a
-
-
1
1
1
1
1
1

員

加

ま

で

申

出

下

手

続

を

し

て

下

さ

い

。

一

校

一

宇

佐

募

集

除

勧

一

匹

募

資

格

一

西

大

村

小

摩

一

校

て

交
t
F
1
…
…
和
一
一
一
円
九
月
一一
日
生
か
ら
昭
和
十
一
事
例
頒
布
八
十
周
年
記
念

ぅ

騒

年

九

月

一

回

生
ま
で

の
男
子

一事
業
の

一
っ
と
し
て
四
六

日
本

一

2
挙

力

一

村

小

事

校

で

は

左

の
要
領

A
ペ|

…

新
制
中
皐
卒
業
程
度
の
壊
力
を
有
す
一
で
大
村
市
民
一
般
か
ら
校

ト
l
l
し

る

も

の

一

歌

を

募
集
す
る
。

ニ

募

集

日

程

一

己

1
募
集
期
削

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
五
日
よ
り
一

ー
吉

同

年

十

月

十

五

日

ま

で

一

四

大

村

小

皐

校

校

歌

作

詞

2
試
験
期
間
昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
六
日
よ
一
募
集

h
v
同
年
同
月
一一.
十

日

ま

で

一

一

、

詞

形

三

間

3
採
用
通
知
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日
日
一
一
、
投
稿
光
大
村
市

よ
り
同
年
同
月
什
八
日
ま
で
、
入
除
、
昭
和
二
一
今
一
立
西
大
村
小
壊
校

十
九
年
一
月
十
八
日
よ
り
同
月
二
十
日
ま

で

一

三

試

駁

場

所

一
一

、
締
切
十
月
十

ι日

大

村

市

乾

馬

場

郷

保

安

除

大

村

部

除

一

一

、

謝

糟

審

査

り

結

向
詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課
町
務
係

へ
御
問
合
せ
一
果
、
賞
金
を
コ
一位
ま
で

下

さ

い

。

ハ

町

務

係

)

一

差

上

け

ま
す

ハ
西
大
村
小
翠
校
ゾ

三
浦
小
島
一
e

校

の

校
庭
整
備
作
業

一、
町
、つ
也

-

J
1
-
ノ
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I
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一五
O
O万
国
以
上
を
消
費

府
中
川
事
業
が
市
に
輿
え
れ
影
響

一
、
財
政
の
改
若
山
叫
に

財
似
の
・W
保
に
貢
献
し

二
、
常
用
臨
時
従
業
員

約
問

O
O名
K
対
し
年

間
九
一
一

.
0
万
附

η
賃
金

を
支
梯
い
、
救
開
事
業

の
一
助
主
も
在
っ
て

い

る。コ一、
海
事
思
想
を
持
及

L
M府
内
外
の
名
士
、
観

光
客
が
犬
村
市
陀
入
り

観
光
都
市
'
と
し
て
の
市

の
宣
停
に
も
な
わ
、
叉

直
接
、
間
接
的
忙
も
市

の
利
径
と
な
っ
て
い
る

石
山
次
ゾ
五

O
万
一闘

志

日

一

ハ

、

印

刷

抗

告

費

関

係

一

尚

一

ハ
招
待
恭
一
向
そ

の
他
、

u
J

一

花
火
、
ペ
シ
キ
艶
ぎ

J

市

内

で

既

に

百

隻

が

加

入

一

一
一
七
五
万
闘

/

一

て
報
償
費
関
係
ハ
賞
き
本
年
の
問
月
一
目
、
漁
的
損
害
相
償
法
が
一

百
い
そ

の
他
)
一
五

O

背
施
行
さ
れ
年
々
頻
殻
す
る
漁
船
の
損
害
か
一

7
人

E

」

D

ら
の
復
旧
を
容
易
に
す
る

の
み
で
な
く
漁
一

永
、
そ
の
他
、
八
七
万

U
一

一

夜
村
金
融
を
打
開
す
る
た
め
児
、
漁
船
保
険
一

周
ロ
以

h
年
間
約
成
千

家

V

一

五
百
万
闘
以

K
の
金

t

2

制
度
が
設
け
ら
れ
保
険
料
の
半
額
を
国
庫
一

犬
村
市
に
消
費
さ
れ
叫

漁
向
で
負
担
す
る
?
と
に
た
っ
て
い
ま
す
。
-

い
る
。
こ
の
実
績
を
み
一
:
れ
ほ
漁
船
を
問
中
在
る
漁
ナ
ま
す
。
現
在
、
大
村
市
の
一

て
も
そ
l
グ
!
ポ

l
卜
一
業
者
の
私
有
財
産
と
見
る

一
東
部
及
び
大
村
市
漁
業
協
一

事
業
設
置
は
我
が
大
村
一

三
と
な
く
、
漁
業
生
産
の

一
同
組
合
に
於
け
る
漁
隣
保
一

市
に
と
っ
て
は
重
要
注
一
貫
要
施
設
と
し
て
積
々

の
一
険
組
合
加
入
数
は
約
百
隻
一

る
牧
益
事
業
と
し
て
凡

一損
害
か
ら
諮
り
進
ん
で
金

一

一

ゆ
る
部
面
に
貢
献
し
て

一融
の
対
象
と
し
て
荊
用
さ
一

で
あ
り

ま

す

。

一

一
一
い
る
ロ
ハ
事
業
課
)
一

せ
ろ
た
め
の
制
度
で
あ
わ
一
こ
の
新
制
度
ば
今
後
水
一

jii
f
I
U
ji
i

LI--
一
一-
O

、jip
i

-

-令

;
:
i

一
産
方
商
に
お
け
る
こ
の
一

¥

ぺ

iv
…J
一一一e
v
i
j
~

，E
…一飢
…

ρぶ
針
一

φ
潟悩限緩をふ

一

一一
jil--ij
いiiii{
い叫ん
iJ「沢一iji
U

一晶剤、
ーい邑
d
E

一jaq
E
H
一YH
盟関丸、
一
訟
夜
明
、

一

一

¥

し

繍

:

綾

織

機

念

総

一

昭

和

二

十

八

年

度

公

J
γ総
i
i;〉
織
機
織
や
w

一
営
住
宅
の
進
捗
状
況

山イ

一一一山ー一
一
口
一一一日
…陸橋
……
ι

九一ie
J
γ
九
郎
総
阪
恥
:、
隠
瞭
鰯
燃
叫
1
hh

彦、除、。

、.J

一

¥
i一¥
m
ifvJ盤
整

樹

齢

感

祭

会

一本
年
度
営
市
に
於
け
る
公
一
金
隈
目

。
二
問
い
や
れ
も

一
一

郎
職
駆
除
船
出
穂
総
鱒
灘
駅
吠
一
営
住
宅
の
最
終
剖
嘗
て
は
一
午
後
七
時
か
ら
同
九
時
ま

一
一海

溝

遡

河

齢

、、

感

祭

司

一

左
記
の
通
り
決
定
し
た
。
一
で
開
設
し

て
い

る
。
定
員

瓶

一

昨
盤
遡
舗
二
γ

一二

機

シ

コ

第

一

種

)

公

替

住

宅

木

一

は

六

十

名

、

需

品

土

、

¥
一二
!

監

護

憲

二

浩

一一一
十
戸
、
六
百
五
一
史
家
市
教
育
委
員
高
尾
米

、

一

LI
れ
脳
灘
鴨
綱
総
勝
れ
随
リ
鰍
叫が
織

わ
一
脇
町一一
一品
目
ハ
第
三
一
極
J

木
造
一
一
氏
の
「
我
が
郷
土
を
諾

一一べ
点

滅

感

土

手

ば

機

議

リ

一

八

戸

、

六

官

、

昼

、

一

る

」

左

手

足

付

郷

土

川

日
〈
U
j
JV
h一も
簿

湘
綱

引

一

第
一
種
は
二
分
の
一
、
第
玄
関
設
外
と
山
本
誠
之
氏

一
一一ー尚
一
一
般

:

え

れ

長

監
楢
ぺ

ぷ

=

一

一
一
種
は
コ
一
分
の
一
の
閥
旦

ハ
番
号
で
前
回
に
ま
さ
一

~一
一

JL
鴻
¥
ぷ
尽
嚇
錨
開
戦
悩
μ

一
柿
助
が
あ
り
、
向
第
一
種
一

る
誌

で

あ

る

。

一

¥ンペ

叫

ん
J¥
州
川
験
則
か
が
いいJ
(

一
の
内

、

十

三

戸

は

版

口

郷

一

ハ

市

教

委

)

一

、設

以

〉ハ
ケ

弘

ぷ

糠

燃

機

一
に
、
第
二
種
一
八
戸
は
片
町
一
水
害
義
援
金
の
報
告
一

私織

内精
欄
機
一
村
山
Y

刊誌刊誌
一刊
誌
目
立
弘
前
斜
が
あ

一者
は
十
二
月
末
日
、
完
成
一

E
己
Y
直

j

i

f

り
雨
毎
K
土
砂
の
流
出
が

殻
生
。
魚
、
実
績
を
あ
け

一
績
は
次
之
迎
り
で
あ
ろ
ロ一

の
予
定
で
あ
る
、
建
り
の
一

zz百
U

在
日

7
3
v
し
く
出
町
ペ
ピ

H
し

7

酢
お
M
M耕
一
町
か
わ
れ
わ

一
ハ
鵬
淋
間
…一
何
十
一
一一
一
一
第
一
種
十
七
戸
も
十
月
中
一ム

一一
、
四
日
五
悶
ハ
八
月
一引

引

い
運
即
日
前

vr

二

一二

一

枚

来

客

四

五

一
℃
三
一
相
工

5
れ
る
は
守
で
一

二
十
五
日
一
一
一市
H
R
Z
J一
た
し
て
い
る
の
で
水
平
?
と

一
(
蜘
諮
問
一
…
何
十
七
一
一
一

一あ
る。

{土
木
課
建
築
係
)
一

ム
九
九

O
凶

引

別

引

町
一得
す
た
め

一
一

般
来
客
七
六
八
一

第
三
回
成
人
講
座

一竹
松
出
張
所
分
J

累
け
二
一
ql

校
合
の
軒
下
吃
排
水
消

一
ハ
海
水
浴
場
)

-
一

大
村
市
教
育
委
員
会
で
一六
七
、

一
O
間
関
一

O
伐

一
が
た
い
の
で
雨
樋
か
ら
孫

一
例
机

w
r
M
M
-一
刊
酬
は
治
一
、
第
三
回
成
人
議
肢
を
中
一ム
所
要
経
費
代
、
一一

δ
丘
一ち
た
雨
水
は
佼
鹿
児
氾
政

一
船
似
つ
改
が
川
町
つ

υん
か
制
一
央
公
民
館
で
九
月
二
十
九
一
問
、
発
引
送

金
樹
二
六

一
し
て
い
ろ
間
以
で
あ
る
の

一
光
ボ
ス
グ

l
、
.ハ
シ
フ

ν
一
日
上
リ
十
月
二
十
七
日
。
一
六
、
七
九
九
問
八
二
銭

一
で
、
運
動
場
の
問
問

μ
十

一
ツ
ー
誌
の
他
、
勝

つ
紘
一
力
一
約
一
カ
可
と
主

り

手

担

え

一

「

士

11.
一
二
川
に

一札
っ
て
コ
ン
ク
リ

一

石

て

用

く

泊
一体

L
一

J
川
川
引
トけい什
l

i

l

-

-

一
!
ト

つ
非

寄

与

泌
す

F

'o中
川
イ
朽
年
以
上
っ
一

七
μ
k
J日
明
日
間
同
町
斗
ご

1
L
A
J

一〉

一
間
非
主
一
件
、
ぶ
こ
と
が
川
来
一

U
Fも
t
dゴ
4
i
目
λ
ノ

一
之

一
れ

V
W引
ぷ

一川
一
諒
一
砕
一

各

地

か

ら

の

水

害

義

援

日

間

一に
い
リ
同
一川
時
一
υ
一
人
の

山
叫
ん

SU
附
ド
川
水
浴
場
)
一
す
:
、
、

一

一、L
7
F
{

t

J
J

市町子
下
、
子
ル
ル
ハ

一

ゴ
ヌ
J

ノ

七

月
の
豪
雨

一委
員
合
よ
わ
送
付
さ
れ
た
一
m
作
梨
市古川川

1
4

一一什川
1

九
九
K
人
一

κ
依
る
水
害
保
炎
者
に
封
一

の
で
、
常
市
家
屋
、
農
作
一

好
日
目
、
午
前
八
時
五

一
一

般
.
二
)
制
七
一一一
人
一し
、
金
問
各
地
k
h
v
義
援
一

物
等
川
災
汁
陀
対
し
各
同
一

午
後
ん
時
小
作
小
川
村
料

f

松
一川7
川
市小
川
川
場
」

一日
と
し
て
附
ら
れ
仁
衣
料

一張
所
を
通
じ
附
分
し
た
。
一

内
各
川
孫
よ
め
供
川

一
mr中4
下
供
h

川
O
O
人一
1
H
a
~
l

る

一

一

一

般

川
、
一一・〈い

O
人
一仁川
可
れ
四
一一
-
i
点
泊
、

長

一

ハ

枇

合

課

)

一

崎

工

事

主

任

は

背

友

合

役

(
向
工
決
)
附
川
林
中
川
害
義
援
金
品
募
集

一

‘一良
心
高
月
川
一
氏
と
す

る

愁
を
少
し
で
も
慰
め
た

い
主
、
当
局
の
許
可
を

得
て
河
志
相
謀
り
作
業

の
余
暇
児
一
割
慈
会
在
一
開

催
す
る
運
び
ミ
な
っ
た

の
は
昭
和
二
十
一一
一年

の

一
月
の
三
と
で
す
口
も

と
/

¥
道
具
類
や
衣
裳

在

E
門ノ
備
え
つ
け
司
皆

無
で

あ
り
、
ま
た
所
外

か
ら
山
川
川
す句
つ
た
め
に

し
て
も
当
時
の
欣
況
で

可
思
う
よ
う
に
在
ら

や
、
し
か
も
ズ
プ

ヮ
素

人
ば
加
り
E
し
た
が
、

之
等
の
惑
保
件
を
克
服

し
て
日
々
に
募
る
煉
獄

の
愁
色

E
ひ
と
時
な
り

?と
吹
き
治
し
た
い
ミ
の

念
刷
吃

k
っ
て
川
川
崎
っ

演
部
は
似
3
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ハ
つ
イ
く
)
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ぺ

川

査

申

山
川
受
刊
パ
、
幸
い

一米
)
忙
対
し
夫
々
の
経
費
筒
m
古
川
刊
か
ぬ
も

の
で
一品一

ハ一
一一
)
参
加
区
城
は
大
守
一
す
る
之
と
。
向
一
附
一大
の
際

一
一
川
底

叫

判

決

一一一
明

叫

ん
い

河

川

沼

町

削

れ

刊

誌

一部

i
u訪
問

州

一間

川

町

民

間

山

一

川

ト

昨

日

諮

問

は

順

延

ハ

農

林

課

)

も
八
月
の
災
害
対
策
市

一で
関
係
川
区
で
内
特
様
の

一て

置

き

ま

す

ご

日

引

刊

日

引

日

引

引

引

引

1
11
1
1
1
1
1
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l
'

寸
日

1
1汁
1
1
1一
舎

で

農

林

関

係

の

経

費

主

一御
協
力
虻
よ
り
復
旧
〉
日
一

御

知

ら

せ

一

…

k
s
庁

口

日

一

陣

乃

守

内

一
l
u
lド
l
ド

ー

し

し

て

橋
梁
七
諮
岸
問
水
路

一の一

日
も
早
か
ら
λ
之
と

一

八
月
二
十

一
日

共

器

二

Y
1
来

日

程

U
-
系
外
~

山

山

林

市

戸
山
川
で
あ
り
ま
す
白
山
を
愛
じ
ま
一
一
品
川
出
↑
抑
制
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時

品

川

村

u
r一
川

端

部

部

下

同

日
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設
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山

市
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日
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Lio暑
い
夏
汁
日
、

ιげさ
れ
た
杉
、
桝
は
隆
一
旧
費
ハ
約
一
一一
五
、

0
0
0
一助
の
対
象

Z
る
事
業
は
一

!?
山
川
知
納
長
)
一
て
居
h
九
州
淑
暖
地
用
水
一
民
主
玄
米
反
営
牧
置
の
標

長
;
ぅ
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1って
い
ま
す
り

-U一一刻民
寸

出

割

引

凶

円

以

叫

j
j
i
j一稲
新
口
問
秘
主
川
さ
れ
ま
一
治
肥
料
区
で
で
一
セ
ン
ゴ

農
閑
期
で
下
刈
に
好
泊
な
一

3
警

に

対

す

る
悩
は

二

E
豆
W
C
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E
4
F一
U
J
E
n
d
H
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一
し
た
。
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会
一一一
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二
一一
一石
、
農
林
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法

制

ゴ

持
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野

町

民

れ

れ

一
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期

待

さ

れ

る

逸
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刊
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時
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刊
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行

一
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良

け

れ
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什
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円

刊
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死

を

示

し
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晩
植
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災
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叫
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い
て
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農
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3
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隊
一校
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最
「
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力
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a
一
時
性
、
明
生
の
早
の
部
一
種
情
で
喰
ぺ

-
一
セ
ン
ゴ
ク

部

品

問

〉

パ

一h
パ
月
下
旬

つ
豪
雨
に

i
一
合
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出
張
所
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問
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し
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林
十
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八
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、
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I
l
一災
害
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い巾
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被

一ん

火

一

記

一3
一賢
官
』類

一十
月
六
日
四
大
・

5
・
久
イ

一

り
早
摂
で
あ
る
。
草
丈

一号
二
、
九
九
石
で
二

l
コ一一

削
げ
れ

〉
N
J
U
U引
」
害
が
あ
わ
特
に
農
作
物
代一
…
川

一
ハ
一
)
期
げ
及
行
一5
農
附
加
工
品

m

-墜校
々
庭
K
於
て
第
九
岡

一

伏
や
や
純
粋
、
棟
一世
型
一
%
つ
増
収
を
示
し
て
居
る
一

円む

7
0ま
.
こ
〉
度
〉

F
一約
一
億
倒
。
一
例
害
を
一
示
し
品
0
.一
事

一5
農
業
工
作
品
類
及
生
活
犬
村
市
高
淀
共
挽
一舎
を
光
一

で
本
欣
岬
良
好
で
極
め
一
玄
米
児
中
粒
中
形
で
ロ
川
一

川一

U
2
7
2取
引
い
配
一
そ
〉
山、

井
一
去
、
水
路

一…
り
…

十
二
月
一
一
-
日
出
品

一改

一

古

川

機

具

類

記

思

傾

に

ヒ

め

奈

川
，致
し
一
て

5
Fで
あ
る
。
撃
と
賞
は
良
好
で
あ
る
。
週
一

の

立

桜

一「
つ
一
助
こ
一

良

志

い

は

附

池
の
決
一…
稔

一
吻
受
付
、
何
回
陳
一6
林
産
物

類

自

一ま

す

。

己

一

ぴ

軒

イ

ヱ

は

だ

一

地
は
九
州
全
般
℃
百

42一

角
る
と
の
こ
と

?
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一
壊
一
か
わ
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f
し
た
。
被

一列
及
森
孝
一。九
、
六
日
視
覚

一7
農
機
具
類
(
千
弘
の
有

一

言

一

農

林

一

八

号

と

間

程

度

一

旧

一

肥

沃

地

及
び
平…山
一地
帯
一

コ
烏
で
お
『
0
0

そ

2
宍
一
害
そ
莞
け
、切
れ
た
方
々

一映
両
、
相
撲
、
農
事
相
談
一易
農
機
具
ゾ

一
ハ
一
)
出
品
資
格
、
川
口
川
一
陀
弧
く
白
菜
柿
病
に
対
一

γ
一

泊

す

る
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一

献
左
税
務
し
か
よ
か
下
刈

一
に
心
か
ら
御
一
目
鮮
を
中

一所、

競
惣
合
、

一8
被
服
手

製

品

類

一

堺

査
は
各
農
協

vg各
種
高
一

し
て
も
相
営
強
い
。
一
我
明
大
付
℃
於
て
ほ
旧
一

つ
間
積
叱
約
二
十
一
川
で
一
し
ま
す
。
被
害
に
つ
い

一
ハ
二
)
合
場
長
崎
一
勝
立
大
一
(
肉
)
参
考
口m

一
産
開
休
に
於
て
品
部
灯
台
及
一
叉
刊
行
岨
北
照
虫

亡
対
し
一
系
統
名
で
司
海
川
七
号
一

二
一一
?
に

コ
杉
檎
二
実
一
て
市
ば
勿
論
で
あ
り
ま
一
付
農
業
高
等
皐
校

一1
生
前
改
革
日

2
2
2
一
び
予
選
を
受
け
た
も

ひ。

一
て
も
虫

、
民
主
叫
が
あ
一
主
し
て
導
入
き
札
て
周
一

事
な
も
の
で
あ

っ
た
。
一

す
が
闘
も
燃
も
非
常
忙
一
合
一一d

、
出
品
物
の
純
四
一2
農
器
内関
係
参
考
一
物
類
ハ

一
ハ
一
一
)
川
口
川
予
定
問
泊
、
一
ろ
が
、
和
一
町
一
山
位
刊

に
一
て
仲
々
良
い
結
果
を
各
一
個

@
本
市
森
林
組
合
っ
雪

一

心
聞
き
れ
、

市
於
代
一

1
農
作
物
類
、
穀
物
類
、
一
肥
料
、
農
薬
、
加
工
品
、
一乳
牛
一一一

O
頭
、
和
牛
八
O
一

は
中
程
度
で
あ
り
、
股
一
地
で
鬼
て
居
る
。
ド
孫
子

は
八
月
二
十
七
日
中
央
公

一

は
臨
時
の
P

S
A
J
」
法
治
一
い
も
類
、
果
実
類
、
野
菜
一
そ
の
他
)

一

頭

、
馬
二
五
頭
、
阪
川

O
一

粒
性
は
易
ぜ
多
牧
で
あ
一
力
一明
励
口
川
極
に
戊
・未
だ
一

民
舘
で
開
か
れ
た
が

一一
間

決

定

舟
d

れ
本
市
に
於
て
一
類
、
吟
作
類
、

一円。
生
花
、
金
裁
類
、
書
画

一閥
、
細
羊
コ一

O
閥
、
知
一
一一
一

ろ
。
殊
K
多
肥
裁
培
K
一
編
入
さ
れ
い
い
い
叶
J
I

u
u

…

火

闘
っ
総
曾
で
朗
九円一坦
璃
者

も
闘
の
災
害
虻
一
定
す
る

一2
産

者

物

類

一

畜
産
品
評
曾

O
羽川、

一

於

て

優

ろ

。

一

歩

以
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の
点
を
肋
考
古
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j
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大
村
く
ん
ち
に

忠
翠
塔
慰
護
祭
を

犬
村
市
の
秋
り
最
大

行
事
で
あ
ろ
一
お
く
ん

も
」
が
十
月
十
κ
u
v
山

ら
十
七
目
安
で
、一
二日

間
行
わ
れ
スM
の
?
市
内

の
町
部
で
叶
片
川
か
ら

水
主
町
、
三
城
川
ま
で

の
町
線
代
、
世
話
役
、

商
工
曾
議
川
専
務
な
さ

が
九
月
十
二
一悶
に
皇
太

神
宮
ζ

集
ま
っ
て
仰
し

ハ
臆
募
規
定
)

A
Q

原
稿
U
四
百
字
前
後

ム
宛
先

1
市
設
所
由
間
報

係
先
ム
締
切
毎
月
十
日

紙
上
陸
名
は
随
意
で
寸

が
住
所
氏
名
年
令
明
記

な
台
」場
合
は
採
用
し
ま

令
ん
ム
備
考

H
投
稿
は

犬
村
市
民
に
限
る

物
な
ど
の
こ
と
で
相
談

を
し
ま
し
た
。
今
年
も

商
工
会
鴻刷
所
内
の
お
宮

日
協
貸
会
を
中
心
に
し

て
蛇
帥
か
獅
子
舞
又
は

コ
ツ
コ

デ

γ
ヨ
な
ど
を

川
そ
う
と
い
う
試
運
に

は
な
っ
て
い
ま
す
が
何

し
ろ
相
当
在
経
費
と
多

数
の
人
選
な
さ
仲
々
一
難

し
い
問
題
が
あ
り
ま
す

そ
こ
で
切
品
川
、
大
き
左

耕
一
川
と
人
数
主
要
す
る

行
事
を
、
ゃ
る
か
ら
に

は
大
村
山
内
だ
け
で
左

し
に
腕
く
廊
下
一
般

か

ら
刀
外
来
客
を
誘
致
し

た
方
が
好
い
の
で
、
こ

の
機
舎
に
燃
の
忠
握
搭

の
秋
季
慰
誕
祭
典
を
行

っ
て
大
村
紳
枇
、
太
紳

宮
、
脊
日
一柳
枇
、
官
松

紳
枇
の
秋
祭
と
共
に
奉

納
催
物
と
し
て
郷
土
舞

踊
そ
J

他
、
町
内
の
演

し
物
な
ど
を
繰
り
出
し

て
大
村
富
目

。
行
事
を

行
え
ば
版
下
か
ら
参
拝

3
れ
る
遺
族
方
つ
慰
安

陀
も
在
り
、
得
の
賑
い

吃
も
な
る

O
で
今
年
か

‘

ら
市
が
合
議
所
、
観
光

協
曾
等
と
協
力
し
て
鯨

当
局
吃
交
渉
し
、
そ
の

k
・7
K
実
現
し
て
貰
占

た
い
と
い
う
三
と
肥
大

休
の
結
論
が
落
ち
つ
い

た
と
の
こ
と
で
す
。
聞

け
ば
燃
で
も
今
秋
に
は

懸
主
催
。
忠
盛
塔
慰
鑑

祭
を
行
わ
れ
る
よ
う
な

話
で
す
が
是
非
十
月
の

大
村
宮
日

陀
並
行
し

て

執
行
さ
れ
る
よ
う
接
沙

し
て
蹴
き
た
い
さ
思
い

ま
す
。
ハ
町
の
氏
子
)

【
回
答
】

大
村
官
日
の
行
事
三
併

せ
て
忠
継
ヰ
ーの
慰
誕
祭

を
行
う
こ
と

ほ
時
期
的

陀
叉
観
光
的
屯
地
か
ら

し
て
大
変
結
締
な
こ
と

で
あ
り
を
す
。
従
来
、

忠
鮭
塔
D
維
持
策
現
は

長
崎
勝

f
鮭
塔
奉
賛
会

ハ
会
長
、
長
崎
勝
知

事
ゾ
に

k
っ
て
運
営
さ

れ
、
毎
年
一
手
秋
二
凶
、
結
成
し
、
慰
薙
祭
を
執

端
閥
一
仰
枇
祭
の
と
き
に
行
す
ぺ
〈
準
備
を
進
め

祭
闘
が
行
わ
れ
て
い
ま
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す

し
た
が
、
格
戦
と
共
に
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ

絶
え
、
戦
後
は
政
府
の

り
、
未
だ
奉
賛
会
の
結

「
職
問
問
者
に
対
す
る
公
成
を
見
る
に
至
ら
が
、

葬
等
」

の
指
一不
に
よ
り
従
っ
て
今
秋
中
に
慰
鍵

地
方
公
共
闘
休
三
し
て
祭
を
執
行
す
る
こ
と
は

の
維
持
管
岨
は
禁
ぜ
ら

不
可
能
の
欣
況
に
あ
り

れ
た
た
め
‘
懸
及
び
大
す
す
。
御
設
の
通
り
、

村
市
と
し
て
も
公
的
の
。
大
村
く
ん
ち
グ
陀
・忠

立
場
に

お
い
て
、
忠
鍵

山
吋
態
塔
に
が
、
て
、
慰
薙
祭

塔
の
維
持
策
理
ば
で
き
を
実
施
し
、
数
々
の
催

た
い
三
と
に
在
っ
て

い

物

を

奉
納

す

る

之

と

ま
し
た
。
し
か
し
、
識
は
、
ま
こ
と
に
結
構
た

和
保
約
の
殻
効
吃
作

っ

こ
さ
L
存
り
ま
す
の

て
新
七
調
ぷ
同
家
と
し
で
、
忠
鍵
塔
奉
賛
会
が

て
殻
H
止
す
る
こ
と
に
、
結
成
さ
れ
ま
し
た
瞬
に

在
り
ま
し
た
り
?
、
勝
充
分
、
検
討
す
る
こ
と

営
局
と
も
密
接
な
連
絡
児
数
し
ま
し
ょ
う

の
も
と
に
、
今
秋
医
長
ハ
枇
曾
謀
、
商
工
課
v

崎
勝
忠
鮭
塔
奉
賛
会
を

市
民
の
荷
主
に
つ
い
て

衛
生
関
係
で
弐
の
事
柄

に
つ
い
て
普
嵐
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
私
共
の
住
宅
は
市

立
病
院
の
近
く
に
あ
り

ま
す
が
、
病
院
に
は
各

種
の
倖
染
病
患
者
が
牧

容
さ
れ
て
い
る

の
に
附

近
に
は
蝿
が
多
い
、
そ

・れ
に
附
近
の
ド
プ
溝
が

不
完
全
で
あ
る
。
便
所

の
窓
忙
金
網
を
張
る
と

い
う
よ
う
な
型
式
的
な

こ
と
よ
り
も
、
積
極
的

に
要
所
に
石
次
な
ど
を

撒
布
し
て
殻
生
源
を
結

っ
た
方
が
好
い
主
思
い

ま
す
。

二
、
衛
生
方
面
の
知
識

の
普
及
が
必
要
で
あ
る

か
ら
市
内
の
部
落
毎
に
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チ
の

用

時
々
衛
生
懇
談
会
を
開

い
て
貰
い
た
い
。
そ
し

て
出
来
る
だ
け
'
視
切
に

説
明
し
て
欲
し
い。

コ
一、
汚
物
騒
芥
底
理
は

速
い
所
で
も
頻
繁
に
や

っ
て
税
き
た
い
。

問
、
上
流
吃
停
染
病
患

者
が
あ
る
場
合
は
下
流

の
井
戸
水
使
用
を
禁
止

す
る
こ
と
。
要
す
る
肥

市
民
術
生
の
向
上

οた

め
ず
近
在
所
か
ら
改
め

る
よ
う
に
心
掛
け
て
下

さ
い
。
ハ
一
市
民
v

門
回

一
答
】

極
め
て
建
設
的
左
御
・
意

見
を
い
た
だ
き
厚
く
御

柏
町
巾
上
ま
す
。
左
記
に

上
り
御
諒
承
下
さ
い

一
、
市
街
生
課
は
衛
生

班
を
市
吃
一
決
泣
し
、
術 6.903 

3.453 

3 241 

3.351 

3124 

1.953 

3 697 

1665 

1.765 

1 687 

1 617 

1.03¥) 

お.211

1.688 

1..')76 

1664 

1 471 

604 

316 

594 

555 

534 

松

原

主曾

I判

同

1甫

竹

松

踊

，き!;:
J孟.

鈴

生
害
虫
っ
発
生
源
根
絶

に
努
力
致
し
て
居
り
ま

や
J
D

在
お
市
立
病
院
巴

就
て
ほ
病
院
自
体
の
環

境
衛
生
を
よ
く
し
、
近

隣

ο住
宅
に
一
迷
惑
に
な

ら
ぬ
よ
う
煙
霧
消
毒
。

実
施
を
行
っ

て
い
ま
す

二
、
術
生
D
向
上
に
積

極
的
左
部
落
で
は
自
主

的
に
モ

ダ
ル
福
生
部
洛

を
目
指
し
て
、
市
衛
生

課
ゃ
、
保
健
所
の
係
員

の
同
席
欲
求
め
、
衛
生

懇
談
会
を
開
き
、
相
当

の
成
果
を
場
け
て
ゐ
る

処
が
市
内
に
相
当
筒
所

あ
り
ま
す
。
市
で
は
万

障
繰
合
せ
出
席
し
懇
談

を
.
致
し
て
お
り
ま
す
D

で
、
御
遠
慮
な
く
お
巾
・

出
で
下
さ
い
。
市
と
し
て 56 903 

95-

29 ~04 11 553 般

月

F息

言日

ま手食

を前

いは

よ洗に

フ

し

は
役
所
か
ら
の
呼
か
け

よ
り
も
自
主
的
な
市
民

の
立
上
り
を
希
望
し
ま

す。コ一、
現
在
で
は
盛
芥
搬

出
は
順
調
吃
実
施
さ
れ

て
い
る
も

の
と
思
い
ま

す
が
、
市
民
の
皆
様
の

御
期
待
肥
刷
う
よ
号
一

居
の
努
力
を

れ
た
し
ま

す
。
未
だ
道
端
乙
、
略

傍
に
騒
芥
を
放
置
、
劇

棄
す
る
市
民
O
方
が
ら

り
ま
す
が
、
こ
れ
川
崎給

休
℃
止
め
て
一民
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
、
上
流
陀
噂
染
病
発

生
が
あ
っ
た
場
合
心
下

涜
の
井
戸
水
使
府
は
蹴

況
に

k
っ
て
禁
止
も
し

叉
、
消
毒
も
実
地
し
て

い
ま
す
が
自
主
的
な
市

曳

ο皆
議
。
御
協
力
を

得

τ防
疫
措
置
は
完
壁

を
期
し
得
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
ハ
満
生
課
d


